「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第５回学童期思春期部会　摘録案
１　日　時：平成２１月２月６日（金）１３：３０～１５：３０
２　場　所：元生祥小学校１０３教室

３　参加者：（学童期思春期部会）：井越部会長，井上，木村（代理），境（代理），砂田，土井，中川
中東，山縣
　　　　　 （全体統括部会）　 ：浅野，大田，長谷川，藤本（代理）
（五十音順・敬称略）
４　次　第：（１）挨拶

　・部会長
（２）配布資料の説明
（３）討議
　　　　　　　　　・学童期思春期部会プログラムの素案について

　　　　　　　　　　（第４回部会での議論を踏まえた修正案を提示）


１　挨拶（部会長）
この時期，次期ＰＴＡの選出を通して，保護者と学校との距離感に，個々の差を感じる。様々な保護者・大人の縮図でもあるこの場での活発な議論を通じて，よりよいものを作っていきたい。
２　配布資料の説明
　　　事務局から，これまでの学童期思春期部会での議論の流れ（テーマの整理，学習プログラム）の確認。

配布資料の説明。
　　　　　

３　意見交換

事務局　　　　学習プログラムテーマ＜生きている＞について，『趣旨・ねらい』等を説明

委員　　　　　何故，「生きている」というテーマになったのか？「いのちの尊さ，大切さ，無駄にしない」ということを強調するテーマの方が良いのでは？
事務局　　　　ねらいがストレートに表現され過ぎていると，重い感じで，誘導的になるという前回の意見を踏まえて，対案として提示した。
委員　　　　　誘導的になるのは良くないが，「いのちの素晴らしさ」ということはテーマとして示した方が良い。
委員　　　　　「いのちの素晴らしさ」という表現だと，“確かに素晴らしいもの”という認識だけで議論が止まってしますので，「一人一人がかけがえのない存在」という程度の表現がよい。

　　　　　　　ねらいの中で，「子どもに伝えることの大切さに気づく」とあるが，「気づく」となると誘導的。「感じてもらう」程度でよい。
部会長　　　　タイトルは，参加者に一番に訴えかける重要な言葉。第４回会議では，「素晴らしさ」「かけがえのない存在」という表現が入っていた。
　　　　　　　タイトルを考えるには，この学習プログラムに参加する人が，何を知りたくて参加するのかを考える必要がある。

委員　　　　　こういった学習プログラムに参加する人は，気持ちも様々。安心感がないと話せない。いきなり「いのち」となっていると，重く感じてしまう。

子どもが生まれたときの気持ちも，答えられない人が多いと思う。

委員　　　　　「いのち」について考える時に，生まれたときまでフィードバックしないといけないのは，参加する側にとってしんどい。

　　　　　　　「これまで成長してくれた，子どものいのちをどのように思うか」という方が考えやすいのではないか。
　　　　　　　また，親自身が，自分の精神的な時間を大切にすることも伝えられる内容が必要。

委員　　　　　「子育てについて話そう」といった感じでスタートし，嬉しいこと，しんどいことを少し話し合って共有できるぐらいでもよい。
　　　　　　　また，「いのちの大切さ」をどのように子どもに伝えていくか，も大切。

委員　　　　　どういう場面で，どういう対象者にプログラムを使うかによって，内容も考える必要がある。学習プログラムの展開例として，対象に応じた幾つかのパターンを用意し，支援者が選べるようにしておけばよいのでは。
　　　　　　　また，学習プログラムにおいて，皆で話し合う前に確認し合える科学的な事例やデータを用意しておくとよい。

委員　　　　　どこを到達点にすればよいのか悩んでいる。支援者の知識・力量によって，学習プログラムの進め方は大きく変わってくる。

　　　　　　　また，「自分が好き」という感情の大切さも盛り込んでいけるようにしたい。

部会長　　　　どんな人が参加するか分からない中で，何を「到達点」にするのかは難しいが，「かけがえのない存在」という表現は，文字として示したい。

委員　　　　　「生きていることは素晴らしい」というように，初めから「正解」のようなものがある状態は，そう感じていない人にとっては，しんどい。
　　
委員　　　　　「かけがえのない存在」という言葉を最後に書いておくとよい。
日頃あまり出て来られない，また，話をされない方が，参加しやすく話しやすいテーマが望ましい。そして，ほっとできて気持ちよかった，次も行こう，と思ってもらえるようにしたい。
委員　　　　　いのちが生まれてきたことの繋がりや奇跡を伝えたい。それには，絵本を導入に使うと有効。
　　　　　　　また，一つ一つのプログラムが単発ならば，参加者の置かれている環境・現状がわからないので，より支援者の力量が大切になる。

委員　　　　　アイスブレイクに「絵本を読む」とよい。また，まとめの振り返りの際は，「命の大切さ」等について支援者から「決まったこと」を話すよりも，参加者の感想等から出てくる言葉を拾って繋げていく方がよい。

委員　　　　　第４回で提示のあった学習プログラム素案よりも，今回の素案は発想の転換があり，よくなっている。

　　　　　　　最後に「生きていることの大切さを子どもにどう伝えるか」とあると重たいが，なくなるとポイントが分かりにくくなる。

　　　　　　　学習を終えた後で，何か「おみやげ」としてもって帰れるメッセージカードのようなものを渡して，一人一人に考えてもらう方が良いのではないか。

委員　　　　　言葉よりも，絵本等からの方が伝えられることもある。保護者向けに読むと，泣かれる程感動される方もいる。言葉で講演を聞くのとは別の「入り方」も考えられる。

委員　　　　　児童館が中学校と連携して行っている赤ちゃん交流事業のなかで，助産師さんが展開する「いのち」の授業での導入はインパクトがある。

委員　　　　　専門性を持った助産師だからこそできることもあり，広く一般の支援者が行えるものを考えることが大切。
　　　　　　　詩の朗読等もよい。

部会長　　　　イラスト等で柔らかい学習プログラムにしていきたい。


事務局　　　　学習プログラムテーマ＜受けとめ，認める＞について，『趣旨・ねらい』等を説明


委員　　　　　自分自身や自分の子どもに対して「きらいなところ」はどこですか？とか，「きらいなところ」を書き出しましょう，といった表現は，いかがなものかと思う。
　　　　　　　欠点，短所のような言い方はすることもあるが，「きらい」といった，はっきりとした，きつい感情は，普通はあまり抱かないように思う。
委員　　　　　導入に使われている「マンガ」のストーリーは分かりやすい。「エピソード」も話し合いを展開しやすい。
　　　　　　　大切なのは，これらをどう話し合いの中で生かすか。

　　　　　　　親として，どのように子どもの気持ちを受けとめ，子どもに返していくか，について話し合い，考え・受けとめることの大切さについて気付く機会をもつことが大切。日常生活の中で生かせるヒントのようなものを示せれば有効。
委員　　　　　子どもの気持ちを「受けとめる」ことも「認める」ことも大切な要素。１回だけの学習プログラムで完結するよりも，２回に分ければどうか。

　　　　　　　まず，会話や日常の中から“受けとめ”子どもへの“返し方”をロールプレイ等で考える機会にする。

もう一回は，子どものいいところや，直して欲しいことを話し合う機会にする。
委員　　　　　テーマのつながりとまとまりを考えても，この「マンガ」や「エピソード」を利用して話し合う回と，子どもの好きなところや直してもらいたいところ等を話し合う機会を分けるのは賛成。

委員　　　　　この部分は，学習プログラムの中核になる部分。じっくり取り組む必要がある。
　　　　　　　子どもだけでなく，結局，親自身がまわりから十分に受けとめ，認められていたら，精神的にも安定し，子育てに反映されていくのだと思う。
部会長　　　　コーチングの研修会でも，「自分で考える」ことの大切さが強調されていた。ロールプレイ的な手法を使って，実際に子どもや親の立場を経験しながら進めれば，理解も深まるだろう。
委員　　　　　自分や子どもの「いいところ」「変えたいところ」を話し合う際は，他の人から「それはこう見える」等，言い換えてもらうと，自分では気付かなかった面が分かって良い場合がある。


事務局　　　　学習プログラムテーマ＜つながる＞について，『趣旨・ねらい』等を説明


委員　　　　　子育ては地域で行っているという認識を持ってもらいたい。

　　　　　　　また，子育て中の保護者には，受身だけでなく，自分自身が地域で活動をすることについて考えてもらいたい。

委員　　　　　京都の中でも，地域の取組には差がある。そもそも「地域」の存在を知らない人に「地域」の繋がりを伝えても，活用できない。

　　　　　　　まず，身近なエピソード等を通じて，地域の存在に気付いてもらうための導入が必要。

委員　　　　　「地域」の存在の受け止めは，それぞれの子どもの頃の影響がある。市民憲章の「マンガ」を読んで，少し思い出してもらうのも良い。

委員　　　　　まず，地域の人の顔を知ることが，地域と繋がる第一歩。そのためには，実際に地域に出て行く必要があり，その大切さを示すことが必要。
　　　　　　　地域諸団体の紹介は，「おみやげ」として別途渡せばよい。

委員　　　　　例えば，子どもが参加する「夏祭り」に渋々協力していた親が，自分たちより上の世代が孫世代のために頑張ってくれている姿を見て，参画への意識を高める，という事例もある。

　　　　　　　自分の生活と近い場所にある「地域の活動の紹介」がある方が，繋がるのではないか。

委員　　　　　自分がどんな地域だったら良いと思う？という質問から導入していくのもよいのではないか。

委員　　　　　「地域と繋がる」ということは，当然負担に感じる部分も出てくる。そういったことも踏まえて様々な意見が出し合える内容が望ましい。

部会長　　　　まずは，「顔見知りになりましょう」というメッセージを前に出して，内容を検討したい。

事務局　　　　多くの有意義な意見をいただいた。２月末か３月初旬に開催する全体統括部会に向けて，部会長とも再度検討したい。
また，今後は，学童期思春期に特化した視点の学習プログラムを検討するにあたって，部会委員方々に小グループに分かれていただいて，それぞれのテーマ毎に一つプログラム案を作っていただく，とい進め方も検討しているので，よろしくお願いする。

　
